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RIBF加速器施設において、345MeV/uウランビームを銅標的に照射し、標的内に生成した RIを残留放射線

から評価した。その結果を輸送コード PHITSによる計算と比較した。 
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1. 緒言 

理化学研究所仁科加速器研究センターRI ビームファクトリー(RIBF)は重イオン加速器であり、核子あた

り 345 MeV にウランを加速することができる。将来計画として、ウランビームの大強度化を検討している。

本実験ではビームダンプと同じ素材である銅にウランビームを照射し、その残留放射能を探った。さらに

結果を放射線輸送コード PHITS[1]による計算と比較した。 

 

2. 実験 

放射化箔法を用いた。核子あたり 345 MeVのウランビームを銅標的に照射し、その残留放射能を測定し

た。銅標的は、ビームが止まる厚さ 10mmとした。そして、厚さ 1mmの銅を 10枚重ねた多層構造にする

ことにより、生成 RIを、核分裂片等ビーム起源の RIと二次中性子よる RIを個別に評価した。 

 

3. 結論 

銅標的の中性子による放射化を確認することができた。4枚目から 8枚目の銅標的においては、中性子に

よる放射化、および核分裂片等ビーム起源の RIによる残留放射能を測定できた。さらに、測定結果を PHITS 

による計算と比較し、将来の遮蔽設計等へと生かしていく。 
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